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私は、千葉県農業共済組合連合会（ちば

NOSAI連）中央家畜診療所に所属し、毎日

家畜の診療に追われる一方で、臨床技術研修

センター長として本会家畜診療所員の診療技

術の維持・向上の責任者としてその対策に四

苦八苦しています。

ちばNOSAI連は、現在、乳房炎対策を最

重要課題の一つとしてとらえており、臨床技

術センターにプロジェクトチームとして乳房

炎対策グループを設置しています。ここでは

県下家畜診療所での乳房炎対策、特に乳房炎

の発症（新規感染）をどう抑えていくか、そ

のための検査と治療技術の研鑚、さらに各診

療所からのさまざまな情報の集約と、発信な

どを担っています。各診療所もそれぞれ独自

に、各管内の酪農組合や家畜保健衛生所と協

力してさまざまなことを展開しています。

本稿では、乳房炎、中でも牛乳中の体細胞

の低減に向けて、管内のＡ酪農協と一緒に仕

事をした結果と、乳房炎の新規感染防止対策

として、乳頭表面の細菌に着目して調査した

結果を紹介します。

図１は、中央家畜診療所（以下、診療所）

管内のＡ酪農協（以下、組合）の２年前まで

の乳量と体細胞数の推移です。この組合は、
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組合員64戸、搾乳牛1800頭という規模です。

乳量は月間130万～140万kgで推移していま

す。体細胞数は、２年前の最低は35万個/ 、

ひどいときには50万個/ を超え、平均で四

十数万個/ という状況でした。

組合の組合長自ら、この体細胞数を何とか

しなければという強い決意を持って、診療所

に相談に来ました。

診療所ができることは何かということで、

組合の方といろいろと話し合いをしながら、

まず、年に２回、全酪農家のバルク乳検査を

実施しました。バルク乳の検査を行いながら、

さまざまな対応をとったのですが、今振り返

ってみると、黄色ブドウ球菌の保有牛がいる

のか、いないのか。また、いたら、その牛舎

の中のどの牛が保有牛なのかを特定すること

を重点に農家に情報を提供しました。

そのような状況の中で、2006年の４月、大

きな問題が出てきました。それは組合が体細

胞数の高い農家に行って指導する内容と、診

療所がアドバイスする内容が食い違ってしま

っているということでした。それではやはり

まずいということで、４月以降は組合と絶え

ず連絡し合いながら、個々の農家に合った細

かい指導をしていくことになりました。

その結果、2007年の４月、５月までには何

とか体細胞数を20万前後までもってくること

ができ、県内26組合中ワースト３であった組

合が、ベスト３にランクされました。

各農家に会い、乳牛一頭一頭に合わせる対

応をしたことで、意外に乳量を減らさずにこ

こまでこれたというのが、この組合と協調して

行った仕事による成果だと思っています。

次に、この組合とどのように連携してきた

のかという話をしたいと思います。

千葉県酪連（以下、酪連）では月３回、各

農家の牛乳を採材して乳質を検査していま

す。そして、旬報として各酪農家に結果を提

供しています。この組合は、すべての酪農家

のデータを実名入りで一覧表にして、各農家

に配っています。しかもその結果を診療所に

も知らせてくれます。

組合の方が直接診療所に持ってきてくれる

ときには、高い体細胞数の農家に対してどう

対応したらいいのかということを、診療所の

担当獣医師と相談し合うのです。組合のもっ

ている情報と診療所がもっている情報で、

「あの農家はどうも搾乳するときに乳頭の清

拭が悪そうだよ」とか、「どうもあの農家は

どの牛の体細胞数が高くて、どの牛の体細胞

（図１）乳量・体細胞数の推移
（管内A酪農協同組合：64戸、搾乳牛約1800頭）



が低いのかという把握ができてなさそうだ

よ」、「では、そこら辺を把握してもらおうか」

というような相談をこの場でしてしまいま

す。

その上で、組合の方が体細胞の高い農家に

赴きます。「おたく、体細胞が高かったよ、大

丈夫？　体細胞の高い牛はどの牛だか分か

る？」「分からなかったら、ぜひ把握しなきゃ

だめだよ」。そんな話をするわけです。裏で診

療所と組合の間で話し合いをしているという

ことは一切言いません。「心配しているんだ

よ」。そう酪農家にいいます。農家には、ぜひ

とも一頭一頭、牛の体細胞数を把握してもら

って、どの牛が悪いのか、どの牛がいいのか

というのを把握してもらうようまず話しかけ

ます。

表１は、北海道のデータですが、バルク乳

の体細胞の数、その体細胞の数を出した牛群

がどのくらい乳房炎の牛をもっているのかと

いう表です。

千葉県における乳房炎の羅患率は、もう少

し高いような気がしますが、体細胞数が50万

個の牛乳を出荷してしまった農家を30万個以

下にもっていくためには、牛群の中の少なく

とも10％の乳房炎の牛をみつけて、何らかの

対応をとらなければなりません。

ところが、「いや、うちは分かっているか

ら大丈夫だよ」という農家もいるのです。こ

ういう農家に対しては、ここで話をストップ

します。では、「次は大丈夫ですよね」と組

合の方も帰ります。それで次の検査結果を待

ちます。次の検査結果をみて、改善されてい

れば合格です。よくならなかったら、もう１

回話し合いをしてそこの農家へ伺います。

「ちょっとやはりだめそうだよ。私らも手伝

うから一頭一頭検査しましょうよ」という話

を農家にします。

もう１つ、酪農家にお願いするのは、黄色

ブドウ球菌です。前述のように、組合がバル

ク乳検査を年に２回実施していますので、ど

この農家でバルク乳の牛群の中に黄色ブドウ

球菌の牛をもっているか、いないかを把握で

きます。黄色ブドウ球菌をもっている牛舎に

関しては、「ぜひとも、どの個体が黄色ブド

ウ球菌をもってしまっているのか、どの個体

がもっていないのか、はっきりさせたほうが

いいよ。放ったらかしておくと、牛舎の中に

黄色ブドウ球菌をもっている牛がどんどん増

えていきますよ。黄色ブドウ球菌は怖いです

よね」と話をします。

多くの黄色ブドウ球菌保有牛は、乳房はほ

とんど腫脹、硬結がありません。牛乳も真っ
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バルク乳体細胞数 
（万個／�） 

牛群中 
乳房炎牛の割合 

20 

30 

40 

50 

100

6.2％ 

9.5％ 

12.8％ 

16.0％ 

32.6％ 
（北海道乳質改善協議会1996年より） 

（表１）バルク乳の体細胞数と
その牛群中乳房炎牛の割合



白です。乳量も意外に出ています。だから、

農家はほとんど気がつかずに搾乳しているこ

とが多いのです。だから、黄色ブドウ球菌は

怖い。それをぜひとも把握してもらいたいと

いうことです。

組合の人は農家に、「担当の長谷川先生もす

ごく心配しているよ、そういえばこの前黄色

ブドウ球菌を調べたらといっていたよ」「診療

所に頼んでみたら」そういう言い方をしてく

れます。農家は、「それでは黄色ブドウ球菌を

調べてもらうか」ということになります。

それで診療所に連絡をしてきます。実は診

療所は組合とこの時点で「ここの農家には絶

対にこれを調べさせるように何とか進めよ

う」という話をしていますので、準備ができ

ているのです。この農家の分の培地の準備も

してあります。ある程度の日程の把握もでき

ています。だから、即座に対応することがで

きます。

酪連では個体乳を検査する体制（追跡検査）

が確立していて、酪連に送れば、一頭一頭の

乳質や体細胞数を無料で検査してくれること

になっています。

問題なのは、搾乳している最中に、どの牛

のどの分房を何番のボトルに入れたのかとい

う記録がとれないことです。そこで、組合の

人が行って、この採材を手伝い、記録は全部

組合の方がやっています。

採材後３日で、酪連から個体乳の検査結果

がきます。検査結果を組合の人が農家に直接

もって行き、診療所にもデータを届けます。

農家に行ったとき、まず農家に、「３番の牛

と５番の牛の体細胞が高いのだけれども、こ

れをどのようにしていいか、対応策は分か

る？」という話をするのです。「分からなか

ったら、診療所の長谷川先生が心配している

から、相談してみたら。分かるなら、自分でや

ってみてもいいよ」といった話をするのです。

「いいよ、自分でやるからさ」といったら、

やはりここでやめておき、次の検査結果を待

ちます。

そこで次の段階に向かいます。うまく体細

胞数が下がっていればいいのですが、下がっ

ていなければまたこの繰り返し。「高かった

よ、変わってないよ。診療所に相談してみた

ら」という話をするのです。農家から、「先

生に頼む」と依頼が来て初めて、診療所のほ

うからアドバイスに行くわけです。

ここでの大きな教訓は、まず組合と診療所

は絶えず、農家にアタックをするたび、事前

の情報交換をすることが大切だということで

す。

もう１つは、組合と診療所の人間が農家へ

一緒に行かないことが大切です。これは農家

に逃げ道をつくるためです。一緒に行って同

じことをいってしまいますと、逃げ道がなく

なってしまいます。組合の人が行って、いろ

いろ話をします。私たちは乳房炎以外にも診

療に行きます。そのときにフォローする。先

ほどの組合に対する文句を聞いてあげます。

逆に組合が行ったときには、「長谷川先生に

こんなこといわれちゃった」と農家がいった

ら、「やったら？　大事だよ」などといって

くれます。だから、愚痴を聞きながらやらせ
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てみる、そういう対応が二人三脚のようにで

きたのではないのかと思っています。

表２は、一頭一頭の検査結果を組合で一覧

にして農家に渡してくれている表です。牛舎

内の牛の配置と同じような結果をならべ、そ

れぞれの分房ごとに体細胞数を入れてありま

す。この表は非常に分かりやすくて、農家の

評判も上々です。

診療所も同時にその表をもらい、エクセル

表（表３）をつくっています。左側が牛床番

号で、耳標番号の後ろに体細胞数を入力して

います。その後に診療所でもっているデータ

から、繁殖成績も同時に入れてしまいます。

さらに、黄色ブドウ球菌陽性牛であるか否

かを入力します。

このデータをながめながら、それぞれ体細

胞の高い牛に対する対応策を考えることにな

ります。

一番右の欄が対応策ですが、分娩して泌乳

期の前半、６ヵ月前あたりのものに関しては、

ごく一般的にいわれるように、 体細胞の高い

牛に関しては治療、 分離搾乳、 盲乳化、

のいずれかになると思います。そこで、まず

黄色ブドウ球菌（以下、SA）をもっている

か、もっていないかで考え方が違ってきま

す。

SA保有牛で、過去に何回も乳房炎を繰り

返している牛は、残念ですが、あまり治療効

果はないと判断します。体細胞数が高い分房

は盲乳化します。この表にはありませんが、

過去に全く乳

房炎の経歴が

ない分房は、

試しに治療を

し て み る と

か、あるいは

泌乳期の後半

に入ってきて

いれば、なる

べくそのまま

分離搾乳して

おいて、乾乳

時に徹底治療

ということも

SA保有牛の対

（表２）A酪農協体細胞数検査結果



応策の一つと考えています。

次にSAを保有していない牛で体細胞数が

高い分房をどうするかですが、まず最初に考

えることは治療です。体細胞の高い牛から順

番に治療していくのが普通とられている方法

です。しかし、実際には、私はまず対象牛の

乳房を触らせてもらいます。乳房が腫脹して

いて、熱感があって、炎症性の浮腫があって、

硬結部位を触われば表面がつるつるな状態の

牛は比較的治療方法があるような気がしま

す。それを優先的に治療していきます。

逆に、乳房を触ってみて、余り腫脹がない。

炎症性浮腫はほとんどない。乳房に熱感もほ

とんどない。硬結部位をさわってみても、岩

をさわったようなごつごつとした状態の乳房

のものは、ほとんど治療効果がないと思いま

す。このような場合は、盲乳化を勧めます。

泌乳期の後半に入ってくる牛に関しては、

やはりSAを保有しているかどうかで対応が

変わります。SAを保有して受胎してない牛

は、この乳期限りでの淘汰を勧めています。

また、SAを保有していて分娩が近ければ、

早期に乾乳させて、徹底的に治療をします。

SAを保有していない牛も、乾乳が近けれ

ば、早期の乾乳を勧めます。その後、徹底的

に抗生物質で治療することを勧めます。ただ、

乾乳期間が長くなるため、肥らせないよう飼

養管理法を具体的に示し、隣の牛から盗み食

いができないように乾乳牛をまとめて飼って

もらうような指導をしています。
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（表３）体細胞数検査結果と対応例（5）
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ここまでは酪連で行った体細胞数検査の結

果による話をしましたが、なかなかそれがで

きない場合は、やはりCMT（カリフォルニ

ア・マステイティス）反応をみるPLテスタ

ーに頼るしかありません。ただし、気を付け

なければいけないのは、PLテストはほんの

ごくわずかの反応、±、＋でも既に体細胞数

50万個を超えているということです。何とな

く凝集しているくらいで200万個。どろっと

していて、だらりとして落ちてこない状態だ

と500万個から600万個弱です。厳しい目で

PLテストの結果をみていかないと、見落と

してしまうこともあるので、気をつけていた

だきたいと思います。

今回の事例で成果が出せた理由を、まとめ

てみました。まず乳質改善の主体はあくまで

も農家と組合であるという体制を堅持し、診

療所は乳質改善の手伝いをするという立場を

とったことです。

もう１つは、牛舎内のすべての個体の体細

胞数を分房ごとに測定して、その結果を農家、

組合、診療所が共有できたために、有効な対

策ができたことです。

さらに、これは組合の担当者が非常に苦労

されたのですが、乳質結果が出ると速やかに

問題農家に赴き、その農家の問題把握に努め、

速やかに診療所に伝えてくれたことです。組

合の担当者がこまめに診療所に赴き、担当獣

医師との連絡を密にしたため、組合と診療所

は各農家の成績や問題点をその場で共有し

て、同時に各農家ごとの対処法を検討できま

した。また、対策がとれず困っている農家に

対して、担当獣医師がタイムリーに援助しに

行くことができました。

今後の課題としては、第一にSAのコント

ロールです。SAを絶えずモニタリングして、

うまくコントロールができているのか、でき

ていないのかを明確にする必要があります。

これをしないで痛い目に遭っている農家が多

くいるのはとても残念です。

次に、各個体乳における体細胞数の常時把

握です。乳房炎を早期に発見するためには、

前搾り時の観察が非常に大切です。実際には

ストリップカップでブツを発見したり、ある

いはPLテスターで発見することになります。

ただ、PLテスターは50万個以下の体細胞は

測れませんので、じりじり体細胞数が増えて

いるものに関しては、PL反応だけでは分か

りませんので、やはり乳検に加入して、一頭

一頭の細かい体細胞数の推移を毎月毎月定期

的に把握することが一番大事なことなのでは

ないかと思います。

次回は乳房炎の新規感染防止対策について

紹介します。

※本稿は「平成19年度関東しゃくなげ会　第28回

研修会」の講演内容をまとめたものです。
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（１）中原農場の概要

中原農場は、鳥取市気高町に位置する60頭

規模の酪農家です。

現在、親子３人の家族経営で、約６haの

自給飼料および山東地域内での飼料稲利用に

取り組むことで地域資源の循環と耕畜連携の

酪農経営を実践しています。

中原農場では平成18年夏にパーラーの移設

工事を行いました。アブレスト型パーラーを

移設するに当たり、パーラー排水処理施設の

設置を計画しました。

（２）パーラー排水処理施設の配置と断面図

図１に中原農場の配置図と断面図を示しま

した。

牛舎西側に移設したアブレスト型パーラー

から南側に続く牛舎敷地と飼料畑の間に幅７

m、長さ12mの場所を確保し、FRP（強化プ

ラスチック）サイロ８本を利用したパーラー

排水処理施設を設置しました。

このパーラー排水処理施設は、平面図の右

側から左側に向けて前処理・ばっ気処理・後

搾乳頭数：60頭（フリーストール牛舎）

搾乳方式：アブレスト型ミルキングパーラー、８頭×１列、１日２回搾乳

導入経過：平成10年につなぎ牛舎をフリーストール牛舎に改造。

同時にアブレスト型パーラーを導入した。

もともと搾乳場所と処理室の距離が長いこともあり、搾乳装置の更新を行うた

めパーラー移設工事を行ない、併せて排水処理施設の検討を行った。

（写真１）中原農場
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処理と段階的に処理が進むよう配置してあり、

原水槽から沈殿槽へは土地の傾斜を生かして

汚水が自然に流れるように設計しました。

また、施設の断面図をみると、FRPサイロ

は３分の２を埋設して設置することで内外の

圧力均衡を維持させるとともに、外気温によ

る微生物の活動への影響を最小限に抑えてい

ます。

（３）処理対象汚水量

中原農場のパーラー排水の汚水量は１日約

ピット 

ミルカー 

ばっ気処理 

ばっ気 

ばっ気処理 

（図１）パーラー排水処理施設の平面図と断面図
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６m3、汚水のBOD濃度は1667ppmに設定し

ました。搾乳システムからの排水は、ミルカ

ー洗浄水が処理対象で、パーラーピット（４

m×12m＝48m2）はプレートクーラーで利用

した水を利用して全面を洗い流すため、１日

処理水は４m3、BOD濃度は2000ppmに設定

しました。

（４）パーラー排水処理施設の設計計算

中原農場のパーラー排水処理の設計計算書

の中の主なポイントは以下の通りです。

①処理対象汚水は１日６m3（プレートク

ーラー水２m3含む）

BOD濃度は1667mg/ に設定

②汚水は３mmと１mmのメッシュカゴを

通してSSを10％除去

（固形物は、たい肥化処理を行う）

③原水槽は２日分の容積とし、ばっ気強度

１で常時撹拌させる

原水槽からばっ気槽への流量調整は、エ

アリフトポンプを利用する

希釈水は１日３m3とし、BOD濃度を

1200ppmに設定した

④ばっ気槽でのBOD容積負荷は0.3に設定

し、必要容積は33.3m3とした

各槽は75mmの塩ビ管でつなぎ、自然越

流方式

⑤必要ばっ気量は、原水槽とばっ気槽併せ

て約1.2m3/分

ロータリー型ブロワーを利用してばっ気

処理を行う

⑥沈殿槽での必要越流堰（せき）は17cm

以上とした

⑦汚泥は返送汚泥として原水槽に返送する

ほか、余剰汚泥は隣接する飼料畑に還元

（５）パーラー排水処理施設のフロー図

前述の設計計算書を基に農家と相談して処

理フロー図（図２）を作成しました。

以上、県外事例調査を基に鳥取県内でのモ

デル施設の設計計算を行い、フロー図等を作

成しました。各処理段階でのポイントを設計

書やフロー図に落とす作業は、農家との相談

を行いながら進めるため、結果的には勘に頼

る部分も多いと思います。このため、なかなか

スムーズな進行管理が出来ないことが多かっ

たと思いますが、なんとか施設の形がイメー

（写真２）アブレストパーラーとピット洗浄の様子
汚　水　量： 

ＢＯＤ濃度： 
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ジできる段階まで進めることが出来ました。

次回は、このイメージを基に進めた実際の

作業工程に沿って工事の内容を紹介していき

たいと思います。

　　　　前　処　理 
 
・固液分離 
　３mm、１mmメッシュカゴ 
・原水槽（12m3） 
　２日分、常時曝気撹拌 
・希釈水 
　2.1�／分、地下水利用 
・流量調整 
　エリアフトポンプ 

　　　　ばっ気処理 
 
・ばっ気槽 
　FRPサイロ10m3×5本 
　有効容積40m3 
　自然越流方式 
　連続ばっ気処理 
・ロータリー型ブロワー 
　ばっ気量1.4m3／分 
　24時間連続ばっ気 
・ディフューザー 
　ジェットディフューザー 
　（円盤形） 
　各槽１個配置 
　ゲートバルブで各槽への 
　ばっ気量を調整する 

　　　　後　処　理 
・沈殿槽　　FRPサイロ×１本 
・返送汚泥　エアリフトポンプ 
・余剰汚泥　ほ場還元 
・上澄み水　放流 

パーラー排水 
の流入 

汚水ピット 
水中ポンプ 

ブロワー 

固液分離装置 
3mmメッシュカゴ 

1mmメッシュカゴ 

希釈水 

ゲートバルブ 

原水槽２ 原水槽１ 
エリアフトポンプ 

ばっ気槽２ 

ばっ気槽３ 

ばっ気槽１ 

ばっ気槽４ 

ばっ気槽５ 

沈殿槽 

放流水 
エアリフト 
ポンプ 

余剰汚泥・ほ場還元 

返
送
汚
泥 

汚水配管　　　　　　 返送汚泥、余剰汚泥、放流水 

ブロワー配管　　　　 ブロワー配管ゲートバルブ 

（図２）パーラー排水処理のフロー図
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前号（本誌No.212）の第２回では、「すでに

ある会社の対応の仕方」をテーマに［Ｑ＆Ａ］

の形でポイントを説明しました。今回のテーマ

は、『会社を設立しやすくなったわけ』です。

［解説］

（1）いろいろな資本金額で会社を設立

平成18年５月に会社法が施行されて既に１

年以上が経過しました。この間、農業法人の

会社でも、いろいろな資本金額の会社が設立

されています。

１戸当り１万円の出資で資本金100万円に

満たない株式会社も設立されています。また、

合同会社では、資本金100万円の１戸１法人、

ベテランの認定農業者と若い農業者などが金

額に差のある出資を行っている数戸法人、隣

りあわせの２戸が同額ずつ出資している法人

など、各法人が主体的に出資金額を決めてい

る会社が多く見受けられます。

（2）出資額の割合と配当の割合を変える

株式会社の場合は、基本的に「株主平等の

原則」というものがあり、出資額の割合と配

当や議決権の割合が同じです。有限会社もほ

ぼ同じような扱いだったと思います。前回、

株主平等の原則の例外措置についても説明し

ましたが、実際にこの例外を適用するケース

は少ないようです。

出資の割合と配当・議決の割合を変えるこ

とができると、出資金の集め方の幅も広がっ

てきます。合同会社の場合は、出資額の割合

と配当・議決権の割合を定款の定めで一般的

に変えることができます。これまで設立され

ている事例でも、定款に「代表社員が決めた

基準に基づき配当する（１戸１法人）」、「業

務執行社員の同意により作成された基準に基

づき配当する（数戸法人）」などのように、

各会社の実態に応じていろいろと定められて

います。

Ｑ５　資本金の規制がなくなって、「１
円でも会社を設立できるようになっ
た」とのことですが、どういう意味
ですか？

Ａ５　これまでは、「最低資本金制度」
というものがあって、有限会社であ
れば最低300万円、株式会社であれば
最低1000万円の資本金が必要でし
た。会社法では、この制度を撤廃し
たために、資本金１円でも会社が設
立できるようになったのです。
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（3）入り口（会社設立時）から出口（利益

の配当時）の規制へ

最低資本金制度は、会社の規模の区分や債

権者保護のために導入されたものでした。し

かし、債権者を保護するには、会社設立時の

規制よりも会社の財産の実態を公表すること

や配当などを規制して財産を管理する方が重

要であるとの考え方に変わりました。その結

果、株式会社の場合、純資産（会社の総資産

から借入金などの負債を差し引いた残り）が

300万円を下回る場合は、配当できなくなっ

ています。

なお、合同会社などの場合は、このような規

制はなく、利益の範囲内で配当が可能です。

［解説］

会社法施行の狙いは、起業をしやすくして

経済を活性化することにあります。そのため、

会社の設立要件や設立手続きが大幅に緩和さ

れています。主なものを表１に整理しました。

（1）会社の設立要件の緩和

最低資本金制度の撤廃

既に説明したとおり、資本金額の法律上の

規制を撤廃しました。１円の出資金でも法人

の設立は可能ですが、経営が安定するまでの

資金繰りをよく考えて資本金額を決める必要

があります。

取締役の人数等の規制緩和

株式会社の場合、これまでは設立時の取締

役は３名以上とされていました。株式の全部

に譲渡制限があって取締役会のない会社の場

合、取締役は１名以上いればよいことになり

ました。また、そのようなケースでは監査役

の設置も義務から任意に緩和されています。

これまで、形式的な取締役や監査役を置いて

いるケースがなかったでしょうか。見直しの

上、変更も可能です。

また、有限会社の場合、出資社員の上限が

50人以下という規制がありました。会社法では、

そのような規制はなくなりました。合同会社

では、取締役を置かず、社員１人からでも設

立が可能です。

Ｑ６　以前、有限会社を設立した先輩
が、会社設立にはお金も時間もたく
さんかかった、と言っていました。
会社法によって設立の要件や手続き
が簡単になったと聞きますが、どこ
が変わったのですか？

Ａ６　Ａ５で説明したとおり最低資本
金制度が撤廃されているなど、設立
要件が緩和されています。また、類
似商号審査の廃止や払込金保管証明
制度の緩和などの設立手続きでも緩
和措置がなされ、以前より短時間、
低いコストで会社が設立できるよう
になりました。

（表１）会社の設立要件・設立手続きの主な緩和措置
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現物出資の調査の規制緩和

現物出資を行う場合、基本的に調査が必要

ですが、少額の場合などは調査が不要とされ

ています。調査を不要とする現物出資の範囲

は「500万円以下かつ資本金の額の５分の１

以下」とされていました。会社法では、資本

金の額に対する割合の要件を廃止し、現物出

資の額が500万円以下であれば調査を不要と

して、現物出資を行いやすくしています。

（2）会社の設立手続きの規制緩和

類似商号審査の廃止

これまでは、会社の設立登記の申請前に法

務局へ行き、営業内容も含めて類似の商号が

あるかないかを調べる必要がありました。会社

法施行後は、同一住所・同一商号でなければ

すぐに登記できるようになりました。これにより、

会社設立が迅速に行えるようになっています。

定款の認証制度の緩和

株式会社の場合、定款を公証人役場で認証

してもらうことが必要ですが、合同会社の場

合、定款の認証は不要です。

払込金保管証明制度の緩和

これまで会社の設立時は、一律出資金の取

扱金融機関による払込金保管証明が必要でし

た。この証明については、金融機関としても一

定の責任があり、法人設立前に個人として信

用を築いておくことが必要でした。会社法施行

後は、募集設立（株主を発起人のみではなく外

部から募集して設立）の株式会社の場合を除

き、この証明は不要となり、出資金の払い込み

が分かる預金通帳等の写しを添付すればよい

ことになっています。

［解説］

（1）株式会社の設立の手順

基本的な主な事務の流れ

株式会社の設立の主な流れを図１に示しま

した。定款作成前のヒト（経営者）、モノ

（生産物、生産手段、販売先などの事業）、カ

ネ（資金管理）に関する重要な事項の検討と

整理がポイントです。

会社設立時の資金繰り

新設法人の悩みでよく聞くのは、立ち上げ

直後の資金繰りのことです。十分な資本金が

あれば別ですが、販売代金の入金時期や作業

受託などによる現金収入の可能性等、資金繰

りに十分注意して、会社設立のタイミングを

決める必要があります。

法人による資産の取得

法人経営をスタートするときに注意を必要

とする事項の一つが、資産の取得に関する税

金の扱いです。法人設立時に個人から法人に

多額の資産が移ると個人に対して思わぬ税負

担が発生することがあります。一般的に、土

Ｑ７　現在酪農経営をしていますが、
仲間と肉用牛繁殖経営の会社の設立
を考えています。株式会社、合同会
社の設立の手順を教えてください。

Ａ７　会社設立の手順の基本は、定款
を作成し、出資金を払い込んで、設
立の登記を行うことです。
ただし、定款作成前に、誰と何をや
るかなど、ヒト、モノ、カネのことをよ
く検討することが重要です。また、登
記後に、税金や社会保険関係の届出を
行うことにも注意していください。
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地などの償却ができない資産は譲渡などをせ

ずに賃貸をするケースが多いようです。建物

や機械類は、資産としての評価(簿価)が下が

るまで賃貸を続け、帳簿上の価値がほとんど

なくなってから簿価で売却することが多いよ

うです。棚卸の在庫が個人から法人に移るこ

とも起こりますが、これが多いときも譲渡益

の発生に注意する必要があります。

会社設立後の諸手続き

以前、会社を設立して認定農業者としての

助成を受けようとしていた法人が、助成の申

請の段階になって認定農業者としての資格が

まだないことが分かったことがありました。

事前に計画の認定のことは確認を促してお

り、本人も関係機関へ話しをしておいたこと

からすっかりそのつもりでいたのですが、何

らかの事情で事務が止まっていたようです。

会社設立後の諸官庁への届出や関係機関への

諸手続きについても注意が必要です。

（2）合同会社の設立手続き

基本的な事務の流れ

合同会社の設立は、株式会社の場合と同様

に、定款作成前のヒト、モノ、カネに関する

検討と整理が大切です。合同会社は人的資産

を重視した会社であり、誰と誰が出資をして

誰がどのように経営していくか、というよう

なことを具体的に考えていく必要がありま

す。

特に立ち上がり直後の資金繰りを十分に考

えて、出資金や借入金による資金調達を考え

なければなりません。

定款の作成

「定款自治」という言葉があるように、合

同会社にとっては定款の作成が大変重要で

す。筆者が合同会社設立の相談にのっていた

ケースで、ある普及組織の方が、「合同会社

の設立相談は重い。模範定款という考え方が

なくて法人ごとに定款の作成の相談に乗らな

ければならない」と漏らしていたことが印象

に残っています。本当の意味での「経営相談」

であると思われます。会社の主体性が発揮さ

れるような定款になっていてこそ「自分たち

の会社の定款」と言えるのです。

次回のテーマは『株式会社や有限会社の運

営の仕方』です。

重要事項の検討と整理 

従前は、類似商号の調査に時間を 
要した。 
事業によっては独自の調査も有効。 

（図１）株式会社設立の（発起設立※） 
　　　  の主な事務の流れ 

定款の作成 

認証費用５万円　印紙４万円 
電子認証の場合は軽減措置あり。 
（合同会社の場合不要） 

従前は、払込金保管証明が必要で 
あった。 
株主を募集する場合は引き続き必 
要。 

税金、社会保険、農業生産法人 

登録免許税　 
資本金の1000分の7（最低15万円） 
  合同会社の場合：登録免許税　 
  資本金の1000分の7（最低6万円） 

定款の認証 

出資の払込み 

設立登記申請 

完了 

官公庁への届け出等 

※株式会社の設立方法は「発起設立」と「募集設立」の２通りがあります。 



平成16年11月に完全施行された家畜排せつ

物法に対応するため、鹿児島県の中小規模

の肉用牛飼養農家においてもたい肥化処理

施設が整備されました。ほとんどのたい肥

化処理施設は、切り返し作業を主体とした

無通気のたい積発酵施設です。この施設で

はたい肥表面から空気が入り込む数十cmの

範囲でしか発酵は行われず、空気が供給さ

れない内部は未発酵の状態のため、たい肥

化処理に多くの日数を要します。処理期間

短縮と高温発酵を目的に自然通気によるた

い肥化技術を検討しましたので紹介します。

節を取り除き通気用の穴を開けた孟
もう

宗
そう

竹（以下、竹と表記）を簡易で低コストな通気管として活

用します。竹通気管には穴径３

mmの通気穴を斜め上15cm間隔

で穴を開けた口径80～100mm程

度の竹を発酵槽床面に置き、そ

の上に肉用牛ふんを1.5m高でた

い積し、たい肥化処理を行いま

す（図１）。

たい肥化の目的は家畜ふん中

の有機物を分解することであ

り、たい肥化が進むことは有機

物の分解が進んだことを意味し

ます。有機物がどれだけ分解し

たかを示す乾物分解率は慣行処

理である無通気たい積に比べ竹

高木　良弘
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（図１）竹通気管敷設モデル

たい積したたい肥の自重により 
最も通気性の悪い部分 
　　　　　　� 
たい肥化が進まない部分 

たい肥底部に自然通気を確保 
� 

底部のたい肥化を進行 

肉牛ふん 

空気 

竹通気管 

たい積底部 

（表１）乾物分解率の推移（％）

切り返し 切り返し 切り返し 

（表２）C/N比の推移（T－N、T－C乾物％）

切り返し 切り返し 切り返し 
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通気たい

積では向

上し、自

然通気が

なされて

いること

が分かり

ました（表１）。

また、たい肥中の炭素含有率と窒素含有率からたい肥化の

程度を知るＣ/Ｎ比も竹通気たい積が低下し、処理期間が短

縮することが確認できました（表２）。

たい肥の原料である家畜ふんは一般的に水分含有率が高く、雑草種子や病原微生物が混入してい

る可能性があります。そのためたい肥化の２つ目の目的として、高温発酵による水分蒸発や種子お

よび微生物の死滅を図ることが求められます。たい積底部における最高温度および発酵温度 60℃以

上を記録した累計時間は竹通気たい積が高い結果となり、竹通気管によるたい肥化処理で高温発酵

が可能であることが確認できました（表３、写真１）。

竹の通気管は無通気のたい積発酵施設を所有する中小規模の肉用牛農家において利用できますが、

以下の留意点を考慮したうえでたい肥化処理に取り組んでく

ださい。

１　通気管は切り返し前に抜き取り、作業の妨げにならない

ようにする（写真２）。

２　従来のたい肥化同様、原料の容積重調整（600kg/m3、

水分含有率65％）を実施する。

３　通気管は２ヵ月以上使用可能である（乾燥すると竹表面

に亀裂が入り使用不可能となる）。

４　強制通気に比べると発酵温度の立ち上がりが緩やかであ

るため、切り返し間隔は10日から２週間を目安とし、た

い肥化期間は９週間程度を確保する。

今回は身近にある低コストな資材として、竹を通気管に使用しましたが、たい肥原料のたい積重

に耐えて、複数回の使用が可能なものであれば通気管に応用できます。

（写真１）竹通気たい積のたい肥断面。
点線下部は自然通気により色が変色している。

（写真２）切り返し前の抜き取り
竹通気管手前にロープを結んでおくと抜き取り
が容易になる。

（表３）たい積底部における最高温度および
60℃以上を記録した累計時間

注）温度計の設置高は発酵槽床面から40cm。「手前」は発
酵槽間口から1.8m、｢奥｣は2.4m。


